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あ
る
が
、
今
や
新
政
府
の
宣
言
は
、
こ
れ
を
打
破
す
べ
き
重
要
な
要
素
を
含
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。

:
明
治
初
笮
の
、
新
酱
歡
想
對
立
.
へ

余

哔

 

一
:

九

0

七
八
ー0



…

f

 

l

l

l

i

i

l

:

 
:
 

ニ 
o
 

.

雪

〕

.
4

ぐ

爲

き
_

復
古
は
、
i

よ

を

確
_

證
さ
れ
た
a
當
時
新
興
豸
貿
易i

し

系

刊
行
さ
れ
だ

「

■

■
も
：3
ぼ
萆1-

.

.ば
そ
の
昏-
の
勢
ガ
ゼ
似
表
し
て
次
：の
ダ
1̂

吃
い
つ
て^ -

る

”

.：

ノ 

「

こ
の
た
望
政
復

十：！
に
っ
き
：舊
弊
を
一.洗
せ
ら
る^
の
趣
を
<̂
:わ
れ
ら
を
は
じ
め
备
國
の
士
商
と
も
に

e

を
！̂5

足
を
そ
ば 

だ
て
、.
.渐
令
の
い
づ
る.
Iち
た

て

ま

っ

る

，な

ク

、.走
め
て
.蒙
の
汚
習
を
掃
淸
レ
、
文
明
な
る
法
律
を
.下
し
玉
ふ
ベ

し

_
:舊

政

府

 

.の
沒
律
は
拘
束
お
ほ
く
し
て
不
便
な
る
ま
み
秦
ん
で
：
何
事
に

i
ら
ず
た
や
く
整
ふ_

|

|し
と
す
る
の
風f

:

こ

商
賣
を
|

ら

せ

以

義

せ

り

此

 ̂

 ̂

§

 

萬

蓄

便

に

し

て

差

支

な

く 

5

の
出
入
日
々'に
盛
ん
に
な.
ら

ば

萬

國

の

士

商I

そ
ひ
來
り
て
歲
月
を
經I

H

富
强
の
國
とI

ん
事
S

し
て
ま
つ
べ 

し」

S

麗

i

四)

f

: 

.

こ
れ
に
反
し
て
、
福
地
源
一
郎
に
よ
っ
て
發
行
せ
ら
れ
.た

「

、s
湖
鉱
聞」

は
幕
府
側
に
有
利
着
事
を
揭
げ
て
ゐ
る
。
そ
の
第
十
一
號 

に
ふ
け
る「

橄
濱
新
2
5紙
の
抄
?:

'と

稱

ず

る

も

の

の

如

き

は

ぞ

の

代

數

的

な

.も

の

と

い

は

ね

ば

な

ら

ぬ

。

：

 

vn
新

政

府

政

を

採

り

て

よ

り

旣

に

三

月

以

上

に

及

び

た

れ
共
未
だ
維
新
之
處
置
ぁ
る
を
見
ず
兵
庳
大
版
の
兩
所
と
も
依
然
と

し
て
交
易
之
利
を
失
ひ
靈
に
お
い
て
も
' 

.新
政
府
に
奮
り
じ
以
來
：'
 
運
上
所
の
諸
務
規
定
散
く
 

.
募

府

：か
諸
役
人

.

外
國
f

 

の
事
俏
に
通
ぜ
る
が
如
ぐ
欢
ら^
-

:

,

.由
太

：阪

械

の

行

在

は

「

玉
^
-
の

萬

全

を

謀

る

の

策

に

あ

ら

ナ

と

：.

必

财

け

る

臣

下
.あ
り
て
漸
く
還

#
に
及
ベ
る

¥
な

る

ベ

し

. 

北
方
會
盟
め.諸
侯

は

死

を

決

し

，斷
然
南
方
の
：贼
御
を
受

>る
事
，を
肯
ぜ
ず
戰
爭
に
及
び
血
を
流
し
て
以
て
其
趣
旨
を
德
せ
ん
と
す

殊
更
會
津
の
强
其
あ
り
て.其
盟
主
と
な
り
南
方
に
抗
抵
せ
る
な
れ
ば
會
津
の
あ
ら
ん
限
り
は
：
南
方
に
て
鐵
鎖
.を
來
北
の
諸
道
に

■
- 

-
- 

-

.

.

'
.張
ら
.ん
i
の
策
の
.行
は
れ
ざ
る.事
刺
然
た
り
，
さ
れ
ば
會
捧
は
北
國
の
兵
を

.率
ひ
へ
て
；連
栽
し::
:
兵
膦
を
以
て
南
方
に
加
へ
德
川

氏
|

|

:ず
ば
：や
：ま

ざ

る

べ

し

漏

臟

し 

か
く
の
如
く

1.1

P
の
見
方
が#
在
し
た
。
こ
の
見
方
に
從
っ
て
、

「

も
し
ほ
草」

は「

美

國
.
.彎
理
度」

の
：名
に
お
い.て
、「

永
世
治
安
を

欲
ば
;?
其
領
地
兵
卒
鈇
砲
城
郭
：丰
W
金
穀
軍
艦
等
一
切
兵
事
に
關
渉
す
る
も
の
は

威
く
集
て
之
を
政
府
の
.手
に
委
し
全
國
の
用

........ 

.

:

.

.

.
 

;
 

- 

- 
' . 

■

-

に

供

し
,'
日

-|
:
期
し
.て
新
政
を
行
べ.；し」

.と
て
新
政
府
の
確
立.，を
主
.張
し
、
g

f i
m
fl s
江
湖
.新
聞
は
屡
々
そ
の
寓
話
に
お
い 

て
、
：
德
川I

恢
f
.

翁

し

i

。
S

通

_

_

緊

|
賺

)

.ン

'

新
政
府
は
、.か
く
.の
如
き
把
憂
と
期
待
と
の'間
に
成
長
し
來
っ
た
の
で
あ
-る
が
、
そ
の
一
般
人
民
に
對
す
る
敎
示
禁
法
の
如
き
に
至

.

.

-
 

. 

. 

. 

. 

. 

.
- 

I 

. 

.

.

. 

.

.

.

.
 

.

.

.

J

. 

. 

•

っ
て
は
、
，.舊
幕
府
と
距
る
こ
と
幾
何
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「

五
.ヶ
條
之
御
誓
文

」

の
發
布
さ
れ
た
と
同
日
、
即
ち
慶
應
四
竿
三
月 

十
七
日
に
は
舊
幕
府
め
揭
榜
を
猶
し
更
め
：

.て
五
_

を

揭

示

し

た

,0

;こ
の
內
第一

榜
•第
：ニ
榜•第
三
榜
を
も
っ
て
永
世
の
定
法
と
定
め
、 

第
四
•第
五
榜
を一

時
の
揭
示
と
し
た
。

-

.

1

日
，
五
偸
ノ
填
ヲ
龙
フ
ネ
へ
シ
ぐ

.

明
治
：初
年
の
新
舊
思
想
對
立
.へ
の.序
曲
.，

 

ー

ー

ー(

七
八
五)

，



;明
治
初
^
の^
薄
思
海
對
立.
ベ
の
^g

:,-

: 

“
H

c

七
八
六)

ニ

日

鰥

寒

疾

ノ

紫

ヲ

.簡
ム
ヘ
シ 

"

コ
ー
日
へ
：
人
ヲ
敎
シ

：

家
ヲ
燒
キ
財
ヲ
盜.ム
等
ノ
«
K
^
^

.

 ̂

'
.
'
:
/
:
>
:

■
■.
.
 

'
.

戶

切

支

丹

廣
1
矿
,̂

ハ
舊
1

仍
1

テ.
之

ヲ

.
嚴

禁

ズ.

:
第
四
铸
'
.
.
u
 ̂

- 

... 

-
'
-
w
.
.
- 

 ̂

v
.
v
^
- 

■,
.
 

. '■-
::
，
.

ぃ
.
:
'.
.
.

ン：

' 

J 
外
木f:

對
シ
、
テ
巍
行
ヲ
ー
爲
ネ

 

.
;
 ̂

s
.
> 

- 

■ ,
.
;
l
.
-•
'

L
v;
'
-'*
'
.
,-;
:
':,
'

'

0

0

B

:

 

- 

. 

 ̂

^
V
. 

- 

,
v
,
,
v
, 

-
.
• 

• 

.
, 

.

. 

 ̂

 ̂

. 

:
. 
 ̂

.
キ

.

.

.

.

.

.

.

. '

.

.

.

.

.

.

.

. 

..;.

.
 

.
, 

,

,-
.
, 

. 

.

.

.

.

.

. ...... 

• 

.

.

. 

.

.

.

.

. 

, 

.

. 

:
> 

•
•
: 

V

命

政

■

及

び

こ

避

 

は
簡
輩
な
る
2

犠

の

列

擧

に

：

I

な
：
い
：
.の
：で
，

'

'

'.〜

d 

.セ

-;
:ぐ

-
:
^
 ̂

:
'
'
r
:
.

';
'
.
:
.

I

l

l

l

^

l

l

^

办
I

つ
た
。i

る

森

川f
 

I
に
よI

 

I

I

 

そ
S

八
府t
l縣
で

そ
の
祖
入
は
、
ニ
百
萬
石
に
過
ぎ
な
か
っ
た
た
め
、
政
府
は
征
東
の

：

軍
を
起
す
に
至
っ
て
太
な
る
財
政
難
を
感
ぜ
ざ
る
■を
得
な
か
っ
た 

の
で
.あ
：る
。
而
し
^

の̂
.闲
難
を
打
破
す
る
た
め
に
は
、
藩
制
を
統
ー

.し
灌
次
に
こ
れ
を
中
央
政
府
の
統
治
下
に
置
く
必
要
が
あ
る
。 

新
政
府
は
明
溆
元
苹
ニ
床
諸
親
を
線
-；
ず
る
.た
.め
に
，
大
狀
小CD
m

#̂:
分

っ

で

、
'
.
大 

小

龈

は

荷

以
1:
;
と
し
、
，
而
し
で
、
霉
治
職
制
を
決
定
-̂
た
：の.で
.̂
る
。
そ
が
前
文
に̂
ふ
。
.
リ 

「

龙
下
、.

「

地
方
府
縣
雜
の
刍
治
に.歸
1̂
、
卓
薇
.ー0致
'し
弋

制
區
々
冀
同
有
之
候
に#
、
ソ
今
後'

T'

舣
同
tt
忠
識
蒙
以
て
雒
治
職
制
：大
凡
別
整
通
、

i

立
旨

こ
れ.
全

國

統
T
Q,
政
治
を
實
現
せ
一
ん
と
す̂

と
こ
^
d

1
0
0現
：は
れ
龙
あ<>
て
：、
..
:?前
揭
门
政
體
書1-
',
0;具
體
的
現
は
れ
と
見
る
こ
と 

が
出
來
今
厂
し
か
る
に
乙0
統

：ー：
.
思_

封
建
圭_

が

ら

郡

證_

へ
：
の
；
轉

換

を

意

味

：す

る

も

の

：
；
で

：
あ

岑

::

わ
.が
國
の
古
制
の
；硏

奮

主

：ど
す
る
皇
漢
學
が
ら
，の
条
銃

.の
思
想
と
：？
：
西
洋
文
明
國
の
：
研

究

か

ら

の

^

^

の 

1ニ
^
に
あ
：
る
と
見
：る

0
:は
安
當
で
あ.ら
ラ
：。
へ
第
：
1,,
は
ク
國
學
が
往
古
の
制
度
の
硏
究
を
主
と
し
、
漢
學
に
對
立

.し
て
、
復
古
の
主
張
を 

開
陳
-

こ̂
ど
：は'
读
献
建
の..思
酿
を
養
ひ
、:-
;
;4
が
.國
0
古
制
乾
る
郡
縣
の
思
想
を
喚
起
^
る
に
與
<>

1
0痒
歜
系
銃
0'
:へ
思
想
ほ
先
進
國
と&
,て
办
«
滗
文
明
«;
が
旣
忙
嚴
建
泠
域
釔»
1>
.て
鵪
^

私
な
起
：令
恕
所1

洋
國
法
學
fe
お

ば

る

銃

：
ブ

思

想

に

：
影

響

2
れ
る
.こ
と
が
顯
著
で
あ
っ
たo 

:

)

_

筆

0
撖
縣
思
犋̂

，
睞

哎

文

政

十

年

靑

地

林

薪

^
輿

泚

越

碳

を
#

八#
部
皆
酋_

有

臭
.
反
€
封
建.
/-
:狀
有
リ
杞_

专
次
第
一
一
邦
戰
デ0

ス
一
一
笮
テ
*
騮
7;
獄

ヲ.
：
用

：
ァ
：
ル

*
^
#:
'
里

(

|
|,
雛)

；' の
：如

ぎ
 

明

治

初
.i

吃新
#
®

へ
^i£

_

 

.

-
茨

(

セ
八
七)



て
明
容
年
©=

教

馨

蒙

立

、へ
：の
.蒙

i

l

l

 裏

「

I

I
:

〕.
昼

.
i

 

f

 

I

 

-
l̂
i

l
 一
 

t

:年)

.

1

I

I

I

I

I

^

I

^

H
 

I
 

一
 

八 

|

|

|

_
の

.

|

、

明

I

r

u

y

y

y

o

y

f

i

i

l

f

?

i

f

 

I

I

I

し
！

！

■

l l
_

^

r !』

p

l l
I I
p

l l
l l 

.

1

1

1

^

r 
.'

n
火

國
f

い

て

法

律I
.習

着

の

全

備

し

て
I

I
は
古
來
未
曾
有
の

i

に
て
I

f
 

Sる
C

I
X:
/

:

u
 爿

 

f

 

I

I

 

し 

S

I

—

I

l

f

 

1

1

1

1

 

口

”

と
か
出
來
る'で
.あ
ら
ぅ
o
'彼
；は
、
：
慶
害
鎮
ヤ
ニ̂̂ 

大
久
呆
利
通
等
藩
主
忠
義
を
奉
I* 

て
上
京
せ
ん
と
す
る
：に
會
.し
、
ーー'の
意
見
書
を
呈
尠
し
だ0
.そ
；の.
|節
；に
い
：ふ0
^
^
^
^

.

「

.：
•，.必
裔
政
權
武
門
、
に
移
候
樣

.に
成
來
候
者
、
封
建
之
故
に
御
座
候
^
.付
總
而
封
連
之
諸.侯
を
被
廢
候
は̂-
眞
ば
王
道
相
立
赞
笼> 

奉
存
候
^
:
王̂
を
唱
.へ
候
に
、
此
上
も&
き
‘
®
即
を
盡
务
ん
に
は*
封
地
と
其
國.人
と
^
朝
P
に
奉I

獲

：而
©•
ら
庶
人
と
相
成'
.
 ̂

■

之
撰
掌
之
有
無
を
期
し
解
に
越
し
た
る
事
#
無
之

 

>
.
如
是
に
.し
て
始
め
て
公
明
茁
，
大
な

.'る勸
_
の
分
と
謂
ふ
べU
と
私
か
に1\
1-
丨 

、
置
申
候
。

V

併
な
が
ら
.
世

に

純
は
ら
グ
公
明
茈
大

'の
事
匕
取
行
ひ
申
防
聋II
槲
叶
,
に
而
、
：
雜

錄

抄

M

も
申
候
通
りr
兎
烤
人
情
の_ 

頑
に
被
聚
傲
事
に
：て
：双
方
斟
酌
仕
.べ
き
事
に_
座
候
哉
、.幸
、
膨
；軍

家

慙

塯

し

罪

5:
:-
.
謝

せ

ら

れ

蟛

時

忙

肾

げ

ノ

我

ょ

り

光

立

ゼ

假

令 

.
は
&
領
國
何
分
ー
ト
无
領
と
し
て
载
敗
し
，ぬ
相
敗
候

^
に
ぜ
幕
府
領
其
外
之
諸
侯
領
4

_

、
力
度
奉
布
候
。
：#

興
之
公
明
取
太
と
^
稼
に
は
未
於
蓝
1)
;
不
申_

弗
、%;
々
；封
靡
之_

恩
を
被
爲
蒙
：に
時
之
御
.
忠
節
^

と
奉
#

■
:

し1

|

|顏

1

>
. 

‘十

一. 

'
'ン
：
ッ
.:
-
.

ッ
々 ̂

-
:
:
:

ご 
ニ
'
，た，
へ.
.
.
：
'
.
:
:
:
,

ニ
ム
し：.K

 

:

ヴ

: :

洋
學
者
士;1
>
へ
て，'
:郡
縣
：論
を
生
賬
し
た
る
も
の
慕
府
の
留
學
生
と
し
て
、
オ
ラ

ン
ダ
に
；留
學
し
だ
西
周
が
あ
る
。
西
爾
ば歸
朝
後
藤 

府
に
仕
.へ
へ̂
應
朿
架
慶
喜
忙.從
々
て
、.；
大
、阪
城
：
£
お

0,
%

へ
:?

る
下
問
に&

し
て
、.

「

西
游
官
制
略
考

」

と
題
し
ボ
上
書
し̂-
の
で
釭
を
於
、；；
7い
ま
は
そ
：£钇

 ̂

憲
君
主
制
ど
赚
灘
襲
と
呤
利
害
及
び
ー
中
先
集
權
ゼ
鼢
匕
た
と
い
麵
こ
と
で
あ
る

^
翁
雜
找
聽
^
^
職̂
辦
©

.'
;
:

.'

.

.
象
田
眞.I

:

.

郞(

隹

に
'4
1-

道
と
稱
す)

も
歐
米
流
の
郡
縣
論
者
で&

也
:;
'

彼.
は
西
周
'
と
；と
^ ;
:
に
、：

オ1

フ
ン
ダ
：に
留
學
し
、
.

ラ
，ィ
デ
ン
大
學 

明
：治
初
卬
の
新
舊
思
想
封
立
'へ
の
序
仙

 

ニ

五

r

ヒ
八
九)



明
治
攀
の
薪
酱
思
想
聲
ベ':のm
曲
ご 

：

：

敎

雪

酒

■

馨

|

_

|

「

性
I

I

年

響

讓

の

塵 

一

I

「
泰
西
國
法
論

」

I

蓮

f

l

_
の
I

f

t

,

.

.
:
、

」

：
f
つ
”

ま
た
右
の
一
二
部

S

は
我
國E

*
5

西

證

政€

學
を
紹
介
せ
る
音
古

f
:
Q
Q

部
類
崖
ず
る
ち
の
で

公

鬚

_

8

者
！

影

治
文
化
全
集
笫
八
篇.法
'#
！
!

』
' 

.

' 

，
‘ 

：
‘：

澳

は

、
|

_

麗

論
i

i

ベ
る
說
t

。
松
I

g

l

'、
：'驚
i

i

t
と
I

の

義
^
^
^

I

I

U

|1
1:
|

^

:

|

 
謂

^
^

“
卩

I

I

囊

I

し
I

義

利

I

し

書

I

塞

利

震

I

し
て
L

て
M

f

謹

人

1

1

1

今
I

I

囊

學

S

I

I

 し
，i

t

。
f

 

f
 

f

。
I

g

h

.-
-
 

'

 

.-V .
 

-

 

•

 ■

泰
西
の
國f

學
ん
.

：

で
，
が
ぐ
.の
如
く
確
信
す
.る

It
至
：
つ
*

津

田
:«
.
1.鄭
の
立
場
が
封
建
生
義
を
許
容
せ

ざ
る.
べ
き
は
、
見
易
き
道 

现
で
あ
る0
:而
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
',
彼
の
；郡
縣
論
の.主
張
を
、
；そ
の

「

郡
縣
議」

に
お
い
て
發
見
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
而
し
て
、
彼 

の
’郡

縣
制
：̂〖

天
皇
、
諸
侯
等
：の.歲
俸
を
足
む
ベ
し
と
い
へ
；る
點
に
：お
い

〈

て
、1.

の
特
色
を
有
す.る
も
：の
で
あ
：る;0
そ
の
文
章
に
い
ふ
。 

.

「

串
內
國
體
數
種
あ.れ
.ど
も
、
概
す
：る
に
、
君
民
二
政
：に
：過
ぎ

^
。
皇
國
及
漢±
に
ズ
は
君
：政
の.內
唯
封
建
郡
縣

Q

 
一
 J
體
あ
る
の. 

み
。
：古
來
此1
'
1
政
體
に
就
：て
：銳̂
議
論
あ
り̂

雖
も
、
：
畢
竟.所
歸
時
勢
の
致
す
所
に
し
て
、
.元
來

是

非

得

失

有

る

事

無

，し
。
.
：
然
れ
ど 

.

も
概
し
.て
之
を
曾
べ
：
.ば
封
建
；は
國
：初
萆
眯
の
世
に
生
汜
>郡
縣
凇
稍
文
明
溆
化0
秋

：に
成
れ
及
0
.
:

.
是
他
な
し
、
所
謂
勢
に
し
て
i
 

國
內
.

r

私
す
る
爲
に
便
な
れ
ば
な
技
？
•
;:.
目
今
天
皇
御
復
政
に
當
り
ー
て
更
に
郝
縣

^
復
.す
べ
;̂
韻
論
起
れ
り'と
聞
く
。

：

今
海
內
.に 

二
百
七
十
諸
侯
あ
れ
、
之
を
變
じ
：て
郡
縣
と
す
る
に
於
て

.勢
果

ぬ

弋

行

：は
る
：
：べ
；
き

者
裊

:-
-
|
)
や
否
や
。
日
、
其
處
置
宜
を
得
れ
ば
、
双
に 

,;:

衅
ら
ず
しv

行

ば

る

、
事

、
：

■猶
天
智
の
：時
の
如
ぐ
な
る
ベ
.し
。
へ
夫
れ
天
智
の

p

造
^
廢
す
る
や
大
抵
其
人
東
郡
^
大
少
領と
せ
り
。 

'「

リ
今
歟
百
諸
侯
百
萬
陪

M

を
彼
の
.地
"に
.置
ぐ
：可
き
や0;.
.日

、
：封
建
を
變
じ
ズ
織
と
'#
る
，咦
 

:

.
:̂/
き
^
に
.あ
&;
ず
0

に̂
皇
國
を
し
て
唯.ー：：君
め.國
七
な
.し
1閨
國
¥

陆
.々
1
£
人̂
に
至
る
迄
：、#
_

.$
:
得
：せi
.
u
む
苓
に：#

りf 

:故
^
今
§
.

を
變
じ
:̂
、
.郡
縣
i
爲
さ
ん
4
欲
す
，る.に
は
、
先
天
皇
の 

.
..
.
.
:
歲
餵
钇
宛
め':
'
天
皇
^
絕
ぇ
：で
其
間̂
私
し
給
は̂

る
：事
^
天

下

：
に
明
示
す
べ

^
'0
''
'
'
:
«
し
：，て
後
：に

，
犄
タ
良
も
皆
朝
臣
な
り
。
、之
を
除
て
：外

.埃
君
臣
：の.名
義
あ
：：る
事
無
：し

9
.
:
,
.
-
- 
し3

.

|酬
：%

|

1ノ
删

零：
：■'
.
,

:

.
明
治
劾

i

や
新
膂
思
：想
靡
立

-
の
#

拙
 

.

u

七

(

七
九
ー>



_

幌

_

|

|

_

參

す

1|
の

尾

龍
I

憲
.薩

州

康

帶f

聲
I

s

i

f

 

?

】

ぁ

る°:
.|.
,
,昌
S

校
f

生
' 

I

松
の
が
、

1

l

.

.

f

f

 

l

l

l

_

i

l

人
I

 

手

、

霄
 

®

l

」
『

J

^

^

V

<f
»

±£
:

f

l

l詹

、

馨

の

の

不

天

下
|

產

士
"
數
i

世

宴

屋

馨
I

」

.時
1

蓄

^

俄
i

t

l
ベ

_

f!
l

 

,

l

_

_

fl
_

u

h

i

層

_

!

1

f

l

要
す.
f..

暴

I

兩

氏
Q

l
論

は

、一Q.

封

靡

縣

折n

て
、.

こ

善

お

い

て

は

、響

典
一
郎
の
說
と
同

傾
向
を
持
づ
雇
の
七
い

A

ベ
豸
で
：|>
ら
“ぅ
0
.同
傾
向
：：の
も

0

、̂
.細
川
潤
次
郞
の̂
 ̂

彼
は
封
建
制
に
お
け
る
君
臣
關 

係
.
.の
階
等
從
；
つ
，
て

:.
'-:*
そ
0
複
雜
性
.に
封
建
制
度.の
:-
>不
良」

.を
發
見
¥
、
：
こ
れ
に
代
ふ
る
べ
き
郡
縣
を
主
張
し
、
そ
の
方
法
と
し
て
、

「

諸 

侯
杜
受

民
$:
'以
*て
朝
廷
の
有
と
な
し
ハ
朝
铥
4
り
ば
、
公
例
に
淠
て
其
地
の
疆
を
收
め
？

#-
§
|
2,
い
胁
か
か
ゆ
い|1
'
め
か
、
^
 

，給
と
L>
、.藩
.
は̂
皆
朝
廷
ぬ
臣
と
し
ー
て

本̂
祿
を
賜
ほ
气
舊
來
に
比
ず
冬
に
少
し
も
耗
損
ー
す
名
所
無
く
し
て
、：
衣
食
阮
好

.の
欲
に
.
充
て 

v

て
芝
き
.を
_
へ
.ず
o
:
'
，
ー‘
.列
藤
中
還
封
を
蕭
ム
者
は;1
'
-
'
&
ち
:̂

其
藩
主
を
以.て
：守
^
の
任
ぬ
充1:
'
,'
0

0

の
政
に
住
ず
る
者
は
各
官
若 

ぐ
は
，•各
部
6
攥
丞
等
.の
如
*
任
^
充
：て
'-
'
'從
_
辦
ま
0
霧

^

^
や
ひ
常
き
.
&か
か
$:
'
斯
 ̂

帥

許
l

^

fl£
^
-
t獄1

0
1
1
)
、

永

養

.の
'

「

郡
縣
論」

表
ま
た「

中
外
新
聞」

梁
屮
九
號
明
治
ー1年
六
月
35
;
日〕

に
揭
載
さ
れ
て

l
:
p
:
v
:

'
:
.
し
 

ミ
;:
-
'
:ベ
.着 

5
 

' 
ぐ

•

:

、.ニ
.？
-

'

.
A
- 

> 

- 

. 

v
-
v 

- 

- 

-
-
- 

.

.

.

:.
v
-
'
.
v
'
.
;

,
•

:
:

こ
れ
ら
：の
封
建
ぼ
ヵ
郡
縣
ぺ
の
：
生
張
の
：間

：に
お

5
:
:
て
4
明
治
1

〔

：1年
に
#
公
儀
所
が
開
設.せ
&
务
\
こ
と
と
な
：つ
た0ゼ
 

に
'

0

い
セ
は
、
：
明

.

治
元
年
十
：

|

1

月
屮
：日
0

諸
藩
へ

」

，の
被
！

の

文

が

簡

^

:::「
1

:::

公
^

^

、
へ.ブ
：
塞
人
人
員
ノ
儀>>
.是
迄
大
藩aK

 

-

,

.1

:
公
議
人
.-
>
>
.
儀
：1
是
迄
其
藩
諭

」

1
.
:
可
代
人
村
差
出
候
樣
、
；
被
仰
出
有
之
候
得
共

..、右
ス
執
政
參
政>
内
ョ
.リ
1
名
致
撰
擧
可
差
出

1

事
: -

• 

■
- 

• 
. 

' x
'

v

;

.

'

.

ン」

::
:

:

:

、
 

- 

'

^ 

.ニ

匕

(

七
九 
5



。! -
| ^
^:
.

.

-

.

)

に
5

ド

公

r

 

公
y

i

 
郡

麗
I

f

f

 

I

四 
f

 
I

t

'

i

l

 

.

第

十

一-
I

 

I

I

 

の
：
I

s

 題 
_

l

.

g

l

l

i

i

l

l

l

l

l

f

 
I

 

い
f

 

M

u

つ
て
、

肇
l

、l

聞」
I

ば
I

一
日f

 

o

s

s

i

l

 

b

o

o

込
f

蒙

i

f

 

I

I

之

肇

議
長
し
i

l

l

し

た

蒙

る。
I

f

l

l

f

l

l

i

f

l

l

l

f

i

 

“

の

昼

す

。
i

i

i

)

 

l

i

l

f

f

l

M

_

-B
t

t

u

i

l

l

l

f

 
て
、l

l

i

l

l

i

す

：
^

〃

 

る 
y

 

f 

i

f

 

:

'

I

之
I

議

案

は

、
，

.
次
：
の
如
i

f

ぼ

撕
國
體
之
後.
“ {付
問
題
^
修

'.:

、

，.

#
:

.

制
度
寮
撰
修
森
金
之
丞

.
ン..'第
：

J..,
,
.'
*

■

. .
',. 

.

.

.

方
今
我
&

體

、
赳

建

郡

縣

相

半

ス

ル

寶

似

タ

リ

、
.
如
此
ニ
.シ
テ
、

將

來

ノ

國
是
、
艰
シ
テ
如
何

■:
:
-;:
:第
.r
-
H
:
.
: 

' 

V 

- 

\
:
:
v

'.
.
:
;
|-
:
;
'
'
‘ 

：，- 

':.
v 

,

-

'

: 
.

:■
:

■

.

若
シ
之
ヲ
改
人
、

一

一
一
歸
セ
ン
ト
セ
ハ
、
其
制
封
建

II

歸
ス
へ
，
キ
カ
、
將

タ

郡

縣

I

一
歸
ス
ヘ
キ
力
、
其
現
否
得
失
、

银
シ
テ如
何

...V: 
 ̂.
':':
r
/:
:
:
:i.
.
'
'

若

シ

都

テ

之

ヲ

封

建

一

一

セ

.
ハ
、

之

ヲ

如

何

u

措

置

シ

テ

、
■人

情

時

勢

11:

■適
當
ス
へ
キ
ヤ
。

若

が

都̂

之

：
デ
.
郡

縣

ー5
-

;.
y.
之

ヲ

，歡

措

置

シ

.
'テ
：
、

人

淸

時

勢
：̂
 

_

そ
れ
が
問
題

〉

の
提
出
で
あ.る
。.：

こ
.の
.議
題
に
對
し
て
、

「

芄
月
四
日
衆
議
員
、
反
復
詳
論
ノ
上
、
連
名

一
一
テ下

文
ノ
議
桊
ヲ
差
出
セ_ 

_
.

」

と
あ
，る
.9
'
.そ
：の
：第
十
：呔
郡
縣
賛
成
論
で
ぎ
つ
て

-'
-
.
>
;
加
州
，
紀
州
，
藝
州
以
下
合
計
.四
十
*—
*
代
議
員
の
賛
成
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

/「

御

國

制

改
.I

H
ノ,
 

：.
.

'

、

:'
:

'

.
赛 I 

.',
>■ 

I

.

. 

M 

. 

'
;
r
o

.l

...;
,

-
,
,

:,

一，
.- 
”

.

皇

國T

歯
私
有
ノ
地
ヲ
公
收
シ、
' 政
令1

:

一
一
出
ル
ヲ
要
：
ス

：

 

•

: 

'明
铪

勒

年

办

新

舊

思

想

對

寒

へ

の

序

^

レ

.

三
一.

(

七
'̂

五)



-1-

明
治
.

1

聲

新

^
!思
想
：
！
^Y

,
.
v
.
w
第
二 

V

 

r 

, 

-
:
.
. 

.
•
.
-
.

パ
：

-

、'
大

國

ス

ニ

府

ヲ

：設

ケ

、
：
.小

晴

 

< 

秦

ノ

國

府

，
ニ
ア
、
；
：
管

f

り

.
'

.

S

_

H

.反

-

. 

.
,
+ 

• 

.

.

■

 

•

J

凡
十
I

I

每)

r

'

:

l設
ヶ
；，
知
8

^
 

へ
S

'

'
 丫 

'

.

べ

績

四

影 

-

-

•
 

. 

.

親
王
：ヲ

皇

族

ト

裔

公

謹

侯
K

裏

：卜
：.シ
‘

輦

下

ラ

蜃

：梦

^

ル
,

ハ：

ン

.

:

他
嚴
石
以
上
ノ
藩
臣
モ
、
貴
族
ト
稱
ス
ベ
キ
.事

：.

中
大
先
以
下
諸
藩
士
迄
ヲ
、
上
士
下
士.ト
ニ 
■等
ニ
定
ム
，ヘ
キ
事
、

:

:

.

:

:第

六
.

，
.
,

へ：
'
. 

'、
ベ
.

::
■:
 

-
 

:',
-

;

r 

, 

.

;

/
.■
.

.

.

.

.
、

-

府
縣
ノ
知
事
ハ
、；
當
分
ヲ
限
リ
、
舊

谨

幷

執f

政
中
.ョ
リ
、
任
セ
シ
ム
ヘ
キ
事

」

府
縣
制
事
：ハ
、
鈴
選.ニ
テ
住
：セ
.
Vム
：へ
キ
事
タ：

一：

.

'

第
八
:-

I

以
m

養

翁

畜

0

ヲ
禁
.シ：、

：

從

僕

”
應
シ
'

人
^

附
屬
ス
ヘ
キ
事

I

v
.
. 

<
 

/
:第
九
. 

;

#■
迄
士
列
ー
餐
ホ
ト
雕
ゎ
モ
‘
：.；'士
>-
任i

r
#

ナ
ル
^
ハ
、
、：蒙 
一

f

應
シ
卜
*

宇
當
：鐘

.リ
、
：«
エ
_
ぢ
«:
ス
へ
ル
^

許

ス

へ

Tf*

l-
:
 

• 

- 

. 

•

a

l

^

.
-•
-

.,
c

 

-,.
.
.
.
.
.
•
.
•
.
:
*
、

 

... 

..;l
u 

;

第
±

;.r 
’

生
上
御
i

.-
>
御
定
メ
 

i

-l
.
だ
,'
i

v;
V 
技

.
■•
:「

'
第

十
 J

•:
:
_ 

• 
\

' 

、
 

'

.皇
族
2
俸
祿
ハ
、
平
均n

定
ム
へ
キ
事
、

達

第
.
十

二
：

.
：

.
- .
.

•パ

.

i

.

.

.

.

.

.

ハ

：

，

：

：

，

.

.

貴
族
±

士
卞
士
ノ
俸
祿
ハ
、
各
五
等
ッ
ッ
ー1、
定
ム
へ
キ
事
；

'
.

.

 

'

i

/

- 

V
:
.
-

ベ

'

、

. 

皇
族
以
下
ノ
俸
祿
、
總
テ
俸
米
ヲ
以
テ
、
下
シ
賜
候
事
：

 

.

$

_

十
四
：' '

:

.

,
:
:
:
: 

:-
:

”
：

/

 

;

.

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

:
: 

I

 
:

.

.

 

.

..
;

■'
.

職
傳
.ハ1

4
金

ヲ

以

テ

定

ム

べ

キ

蓮■

、寺
社
她
ヲ
'

靡
.

シ
ク
涂
泶
ヲ
以
テ
、
相
當
 

一

i

下
シ
賜
候
事.
::
'

.

明
治
初
年
$
:新
舊
思
；想
對
立-
の
摩
!1
[

1

S

 

(

七
九
七)



H

四

(

茗

八

)

明
治
韧
年
.の

新

舊

思

想

_

*'
へ
ゲ
序
敗

雨
京
I

英
、
府
縣
ノ
常
備
兵
上
甘
下
家
シ
：テ
之
 

一一：_

 ̂

, 

V 

 ̂
^

へ
 

I
 

.

要

港

：
；
へ

ー

海

軍

厫

-
ヶ

所

ッ

，
、
、

設

ク

へ

.キ
»
.

斤
：̂:
-

®

,八
^
 

:
. .
: 

,
M
V
“
，
.
.
.
'
-

A-
-

才
ー
ヲ
選
；シ
、
海
陸
軍
將.一

1
、

任
ス
.ベ
キ
事
*
'
;

:

府
m

s

l、
；文
武
學
校
ヲ
設
ク
ヘ
キ
琪'

第
一
一
十.
，
..へ'
.
.
V
-:
;
、.パ'
.
.
.
.
.
.

一
.へ
..>
.
、

」

.：...，
：

府
縣
每.11

、
衆
議
院
ヲ

設

ク

ヘ

キ

事

、

笫H

十

1

每
年
諸
道
へ
、
巡
察
使
ヲ
差
遺

K

へ
キ
事
。

' 

:

•
}

ろ
o

!

"

l

l

 

I

l

f

 

星

I

f

 

I

 等

1

一ハ

產

孱

冲
a

漆

ヲ

■

改

文 

■
■ 

 ̂

. 

.

l

-.
,
-
>
:
'i

ま
即
チ
#

第
ユ
：任
;̂

71
>

:

_

.
1

〔

藩
臣
>>
朝
：岛
ト
：次
：
判
事
以'T
'
ノ
諸
官
♦
住
：ネ
ル
：：事o
' 

:
N
:
”
V 

〒

：”
-パへ
ン̂
 ̂

■

,

:
V

伹
炎
知：

事
ノ
.

私

用
-:
f

ほ
假
借
，シe
^

 

.

“
：
.ー
履

她

氣

猶

來

善

之̂
親

靡
■

事
初
法
庶
ノ
：給
俸
、
及-ヒ
與
賦
諸
費1
供
ス
..ルへ
事(

.，
て

1

い
：右
人
知
：事
：ハ
夫
故
ナ
ク
バ
、
：

;

世
襲
ノ
，

:1
:

i
-rF
太
衆
也
士
タ
菜
邑_
i
;之
：ヲ
廪f
 ー_

_

"柬
西
京
与*
居
‘セ
'ク ̂

ハ：

- 

.
^
v 

'■
■
--
.

■̂
畫
ゝ
海
他
^
地
^
民
贫
胬
ス
戎
モ
ハ̂
设
皆
廪
米
-

へ
 

.'
'

:ハ‘
但
炎
■

式
改
I

痴

事

土
.̂
シ
_
領
知
穸
..支配
ム̂
 ̂

' 

第
ー】

.
1ば
的
&

主
義
を
_
ら
ん
^
す
る
も
0
で
あ
^
で
冷
封
建
を
も
つ
で;:
'
日
本
の
大
義
名
分
な
り
と
す
る
も
の
で
：あ
る
。
こ
れ
に 

讃
す
名
本
の
赏
潘
？
馨.
_田
等
四
十.六
优
表
弩#
る
0
そ
の
：議
囊
の
如
し0丫 

？
■

■

へ.：.
應
方
今
我W

體
.，
'

娇
謂
郡
縣
义
如̂

者
相
參
卞
雖
祛
纪
犬
抵
其
制
澍
參
苎
近
議
今
降
^
^

 ̂

,
1

¥

:

歸
セ̂

ト
セ
广 
> 

只 

■

人
情
装
.
情
.

騷
擾

ヲ

：

_

ス.
ノ
：
ミ
ナ
ー
ラ
ス

-

廉
耻
ノ
美
俗
ヲ
毀U

、.
躁
進
ノ
惡
幣
ヲ
坐.
.シ
，
、
國
脈
ヲ
シ
ニ
ア
衰
弱
セ
シ
ム
ル
一
一
至
ラ
ン
、

■

'

:

明
治
初
年
，の®

思
想
齡
立
へ
の
序
曲
：
,

こ
1

ー'五

.:

.

(

七
九
九)



:

姻
治
:1
/

部
や
新
蔣3
|

舊
洚
へ
の
序
.曲

.

. 

：

人
情
時
勢1L

適
セ
_

ス
•
ン
ハ 

: 

'

蒸

C

八
§

.

)

i

n

f

i

l

l

I 

>
.
夬

-
諸̂

藩

鲁

莘

颞

賓

ヲ

賜

ル

ー

街

筆

き

，

”，
3
;
i
.
モ
：：..：
：
？

.. 

、 

1

1

1

1
走

ノ

有

餘I

ヲ

檢

畲

適I

I

I
ス
"

V

 一V
. 

.
:
•

.

:
,

.

f

 
ノ
歲
終 
一r
.
,
.

」

參
賞
典
阳
政
ヲ
鬻
シ
：、
官
み
出
を
、
死
邢
以
資
朝
裁
ヲ
仰
ク
へ
キ
事
、

一

議
J

讓

I

I

襲

$

1

1

^

*

<.. 

• 

: 

■ - 
i 
r 
-

.-...
 

' 
' 

' 

-

「

赶

膦

篇

縣
.

1

睦
,

|

|

ク

擎

？

貢

，

1.
一

，

“

：

；

 

r
'

各
藩
_

翁

f

い

相

臂

ナ

ク

•;
■
■>

禮
f

以
テ

齧

ム

ヘキ事、

1
:

翁

徵
|

類
.

<

、
關
.
內
侯
ト
.

ナ.
シ
、
論

|

.

、

歲
傅
ヲ
賜
ル.
ヘ
キ
事
、

:

學

，着

ノ
_

ハ
、
麓

事

:L

寡

ニ

 

■視

萘

シ

ザ

政

刑

.ノ

整

—
檢

鸯

ス

へ

$

I

,府
縣
费
オ
地
ノ
屋
馓
ス
ル
考
ハ
、
爾
ヲ
以
テ
合
一
.

卞

シ

ム

ヘ

キ

事

滞
姻
は
從
來
の
舊
藉
時
代.の#
寄
玄
認
め
、：封
建
.-
-
>部
縣
そ
0
何
：れ
m
.も
偏
さ
^
M改
革
^
必
袈
は
こ
^
を
認
め
る
も
の
で
ぁ
^て

*
.

 

恐
.ら
::
<
沖

間

的

讀

僻

名

の̂
ふ
べ
き
で
ぁ
ら
夺-;
今
後
3
樂
都
首
以̂

ー.ー，ー±
七
代
表
が
ミ
れ
に
讃|>
-
て
ね
谷
0,
:
.
。：

；：：，

ご

:

.
義

論

節

俯

 

て

方

#
^
;2̂

谨

レ̂
ハ
、
次
下
ヲ
，三
分
シ
テ
封
建
其
ニ
分
.1
1
居
リ

>天

料

其

.；

1分
ナ

.ル
へ
シ
？
即
，チ
天
子
畿
內
方
千
與\

,

%

ナ'
vv
t

^

%

策
含
制
乎>

ー
ー
比̂

妒

渰

：.啻 
ー$

箱
ナ
.
.次
ノ
義
ォ
_

資

0»

叉
.
要
地
--

パ
要
地
ハ
、
大
阪
兵0

奈

良

^

新

潟

箱

餓 

•\

ナ
办
ノ_

)

；
論

靡

ヲ

；

.
禮

^

ル
：
：：
ハ
、
'
'
卽

«

0

'

®

:

'

c

.、
；
：
：

»

c

存

ス

ル4
_

,

«

ス
：
^

ド

：
〒
在
：
ル
：

f

'

キ
テ
、^

®

il
^

在

菜
,-
0

所

謂

有

治

(

無

治

法

ナ
1
:
0
.
. 

方

今

如

御
■

%

蒙

^

:

致

陲

浜

革

未

息
^

外
^

S
S
、

-,;

直

夕

將

開

禍

黧

い

人

心

淘

^

>

,

'臨
深
履
薄
ノ
思
ヲ
ナ
セ
リ0

此
儆
ー
一
シ 

|

竣
:|
|

:
§

餐
ネ
冰
法
、
，
.

尙
恐
調
成
：

1

動
亂
騷
擾
セ
：：
.

■

|

;

ヲ
°.
.
.況

y
ヤ
人
•
制
度
.
ブ
■

變
革
f

ア
;;
>

:

以
テ
、
，之
ヲ
德
キ
や
タル
ラ
於 

ーケ>.
オ
、—

少
微
侮
等1
'

«

»

-

1仍
.
ル>

以
：テ
、
'菇 

尤
舊
慕̂

流
弊
ト
、
諸
侯
朝
覲

#

留
务
制
#

ハ
.
.
、
，
太

縛

苹

セ̂

%

m

.
-:
>

'.
^

:#
^

、：
^

^

切
^

如
.

キ
'

ハ
,-
-

-

>

^贊

於

此̂
^

、

“
 

ベV::
;
.
:
: 

,; 

:

'

<-:

ソ

授
.
.
.:.々
.'ひ
.
,:

-'パ

へ.
々
.

『

二 

'.
 
'，
yへ，
.
.
.
,

;...

K

V
 

:方

今〈

勒

：廷

畫

碧

等

銘
.

々
：
■
上
|

營

窺.
や
冗
：長^

シ
：
一
ア
>

每

ラ

：
タ
>̂

籠

ニ

通

；

¥

ナ
貧
ラ
ジ
' 

n

v

る

バ故

ぞ

盡fN

節

略

か

...
，多

^
#デ

里

^
;;
°伙

仰
裁

'竭

；”ー

'
$ 

;‘.，. 

V
:

ぐ

'湯

；マ
，'”
ゥ

Wき

“
.

」

' 

.
,
'
&
•
' 

さ
べ

.'':

〈r' 
,

hr
:

::: "

'
,
'
::
:
:
c
,
:
v 

'' 

德

赏

寒

；：：̂

^制

を

維

持

:1
.て

、
驗

*の

改

靡

を

行

は

：
ん

占

；來

る

^

©

矣

.

筑

、前

、.相

旗

以

六̂

代

響

晬̂
賛
^
^
ざ
':
;
•

〉

■:
.
' 

•1
5
御 8̂

蘭

，

•

：

■;
• 

, 

.

.

/.
. 

■

:

:

, 

■

.

■

，.

.

■

し
’

.

:

潔

顧

：の
^

^

|

立
，-*
>

の
捿®
 

$

(

'

c
A;
o,
T

)

'



9

与

翁
裔
思
想
對
立

め
序
曲漏

 

I

f
 

I

I
 

_
_

II
レ

建

P

、

^
A
K
/
r
T
'

''
.
.
.
I
. 

:
• 

f 

s 

S 

郡
縣 

S

I 
力
：1
0:::.

凡

.翁

建

身

替

箭

f 餘
家
、

1

1

1

^

ハ
、
產

I
處
：

‘V

;:
一

"撤 

I

f
 

f

i

l

l 

y
 
リ
 

f

f

 
f

 
ど
"
，す

。
.
^

1

.

1

1

1

1

1

1 

f
 

摩

i
f
f遨

ヲ

肇

I

.
今

日•ノ
_

f
 
I

f

 

タ

 ̂

.

す

^
|洚

は

沴

'0
_

ぁ
：墓

_
_蒙

，
而

|
>所

謂「

|
1
文

€
^
 ̂

\

•

ネ 
'
そ

の

最

秦
要
と

連

.るI

f

 
5

1

1
丄

f

赛

表
t

き

I
.

:
V 

s
:

*

,i
q

f
T
:

'
s

塵

i

f

羅

せ

ん

n

- 

一
f

七
代I
.

よ

寒

支

持

さ

れ
I

る
，̂

i
i

い
.

八..
,

$

,

r

^
 

^
 

p

i

. 

- 

.
^
.

, 

:

:

變

權

I

f有

1

1

5七

;
k祖

f
 

I
 

f
 

i

l

s

l

l

.其
間
亂

.

ハ
、
天
地
ブ
大
經
、
v
A-
f

ノ
大
本
キ'
シ
ー
ア
プ
贵
モ
赣
ブ
在
ル
所”

死
坐
デ
不
顧
、
.

：
臣

子

ヌ

分

：ヲ

盡

：
ス
：
。

楚

所

謂

和

魂

ト

稱

'X
:
ル
者r

 

シ
テ
、.
。即
チ
牵
內
萬
國
忘.麗
.

ス
：
ル
_

所
以
，/!
國
體
ナ
リ;'.
0:
:

國
體
；已
等
立
夢9

ラ
乂
、
彼
，漢
土
ノ
如
：キ.ぐ
、
或
^
匹
夫
ョ
リ
起
テ
夫
子
グ
リ
、
；
又
西
洋
夷
狄-至

テ

-

又

酋

長

ノ

賢

 

ヲ
推
一
ァ
#

_

え
至
P

X
。
嗚
呼
國
體
ノ#
壤
ナ
■.ル
.'*
_

ヲ
不
待
シ
テ
可
知
也
。'今
ャ
醜
夷
日
一
一
迫
リ
、
蠻
風
月-
行
レ
、
內
賊 

未
タ
平
#

K
>
:人
各
禮
ヲ
制
シ
、.着

ラ

俗

ヲ

ナ

：：ス>

人

心

；惑

亂
^

テ
；
、
.
適

 

ャ
o
,
國

體
ヲ

;'
v
v-:
;
-
:
:
'
v
. 

:
'
.

:.
て〔

.

.:
:

天

踉,
遺

意

ナ'ル
ガ
，
ッ
抑
亦
寓
姓
悅
服
ヤ
ル
'.ヵ
マ
封
建 

: 

'
衷

下/;
同

：
シ
：
グ

是

允

ズ

^

者

、
，
之

ヲ
«

是
>:
;

35
:

タ

。
ー
.
.
而

ぞ

力
ラ
'

^

、
マ
禮
制
ヲ
嚴&:

シ#
^

デ
布
キ
、
,

$

B

0

ス
：ル
：
.

ノ
害
ヲ
險
グ
み
所
謂
國
是'ー1:
:'>

テ
4

人
心
^

：:
l-'
.
-

f
tc.

ル
，
所

以

：
ナ

リ

0

夫 

レ
國
是
確
定
ザ
人
心1
和
ス.
，ル
ト
キハ

：：

器
械
ノ
巧
ヲ
取
リ
、

.

船
艦
ノ
便
！
^

:

ユル
：：

モ.
、.
尙

之
^

可
ナ
リ
。
：荀
モ
：國
是
定
マ
：ラ
ス
、
. 

人
心
：

1
#

ラ.

^

レ̂

、̂

和
考
牵
ス
冷
ヲ#
K

。
況
ャ
戰
ヲ' 
ャ
。
：
苟
モ
人
心
和
セ♦
>

ハ
，
#
建
モ
治
ム
可
ラ
ス
、
双
ャ
郝
縣
ヲ
改 

メ
、.
猶

K
「

ル
：
.

：
ヲ

ヤ

？

令

若

幺

1
1
ニ
要
路
ノ
人>

:

已
レ.
务
«

ダ
所
ヲ
以5
^

.

ヒ
3

 

瞭

兆

齊

.シ
ガ
ン
フ
ザ
ル
ー

>:
;
ロ
：
|

.-
-

:
!

-.
;

'

:>
!

-

:

§

..
:
'
;
:
H
:
.
S
4 

,
5

:へ
.
'
ソ

 

a 

.

.
r
v
-
, 

:
‘

明
浒
韧
新
舊
悤
想
對
立s

m

曲̂
 

三

九

て

(

八.
P

5



“

黑

韵
M

のs

馨
勝
媒
s

'

7>
t解
冊

八

_

l

l

l

f

 

f

l

i

l

f

 

ル 
I

 

着

ノ

本
^

む

 

M

y

 

y

 

y

 

I

f

、
f

 

i

タ
ャ
贫
盛
ノ■#
爹

ャ

：

所

震

事

ノ

大

蒜

礎

、
：萬
世
ノ
：
國

是

寒

者

、
，
上

下

マ

^

V
- 

>
 

I
 

> 

- 

■ 

. 

’
.
，

.

. 

:
 

■

.

i 
......
 

. 
:.
-.,

ト
....

— 

.-..
'•. . •- •, . 
.•.. -'. ... : 

二..
'
 

:--

f

^

M

0

 

i

r

r

 

，
パ：、，:
;
:…

ゾ 

'
 

' 
..... 

, 
: 
, 

f
 
u

"
'.
.:

,

1

1

^

1

 

レ
： .

<

i

!

l

!

、

.

f

 

I

I

雙

|

。

|

論
l

l

、

l

l

f

:

洞

而

後
f

之
I

テ

、f

フ
ンf

 

達

f

 

c

,

,

l

,

f

 

-

不

l

l

l

f

 
f
 
?
 

'
 

:
て

！
 
I

戶

含
_

l

i

馨

拿

.

.■ 

:

:
 

:

へ
 V

.
:
.

 

.
V 

\
 

. 

■

.■

 

. 

■ 

■ 

.

.

.

.

. 

. 

; >■ 

-
.
.
, 

.

.. 

.

■

:

.

.-

:
:へv

 

:.
 

■ V
 

■
;

,
•
 -

. 

，
'

く

ミ

ー

.

:

.

■

■

:

f 

い
バ
第
 f

、
'
•
.
:■
' 

c
,

ハ：：..:

、
ゾ-
へ
シ.
：'.
,
.
'マ
'

, 

:

■

■
 

’ 

, 

V

,
.
.
、

.

-

』

.
'
,
' 

.
/ 

•
*
-
* 

.. 

:
'

?.
.
.
.
.

…

.•,

.

.

.

.
' 

.
t
v
. • 

:■ 

'

.

と

ネ

ス」

"

諸

侯

ノ

國

ト

雖
I

I

々
ザ
ニi

i

l

l

義
I

梟

■̂
Kriぐ ：，：--

r
.i
j
.

一.卜“
一..相

適

努

.變 
K

f

ラ'
.ザ̂

事
、

：
.

」」

>
 :v. 

:‘：.

：

，，''
 

?

 ; 

'

::/
■;
.
 

r,:

系 V。

.

V:
/'
:

:

::
■?'，パ
.
.ホ
.

.

-

•:
.
.
.
. 

yv
;

;

'

_

:

L

 

-:
: 

.
:
' 

' 
'
■

I
、

編

露

蓮

郝

菌

半

：ス
：
.ル
ニ
1
傯

ク

彳

ト

雜

：
モ

9

只

今

ン

表
 

.

天

公

0
3、
古
所
謂
主
畿
千
里
ノ.地
、
四
'方
一
一
分
在
ス
ル
ナ
リ
、
今
日
ノ
勢
、
其
地
四
方
！一
分
在
ス
ル
、
妨
ナ
シ
ト
雖
モ
、
大 

I

事
ノ
白
ヲ
待テ

：、
： -

之
ヲ
is
制
：

u

汝五畿及と

a：
弭
播
紀
等
ン
地
ノ
ヘ
高
ヲt

リ
、
主
畿
ト
宠
メ 
？
.共
雄
^
^

薄

'f

響

■

*

遠
-V

公
.
邑
.

ヲ
分
チ
：賜

？

バ

今

，
或

：

<

H

拳
 

一
一#

賀
_

丹

波

若

婺

加

弩̂

V 
纪

1
ニ
：
 

..• 

.■ 

パ
？
管

、
;，
;
V
,
,
.

。'-
;
:'*
>
丫

爾
'

,

V
 い
.
.*:
;
:
}

1
、

封
建
>\

君
臣
世
契
、
上
下
相
親
ミ

V

事
ア
レ
：
ハ
死
力
ヲ
盡
シ
其
社
稷
ヲ
守
リ
、
以
テ
：
皇
室
ノ
藩
屛
ト
ナ
ル
。
郡
縣
ノ
民
ノ
、

ハ
.

，
崔

.

^

t
其
藩
屛
ヲ
嚴
ニ
シ
、
其
侵
入
ヲ
防
カ
シ
ム
へ
シ
P

:今
其
藩
屛

，
念

微

塞

；
>
.
常

思

矛

.

|

難

五

：ハ
.
.
ル
ス、
^

 

.

1
:

響

命
1

封
法
奉
還
^

願
#

寒

：雜
_

1
蓄

鑛

ム

龙

レ

遍

始

'ヲ
#

^

^

^

、
へ

政

分

轉
.
：
詔

皆

ヲ

體

認

ジ

皇

康

ヲ

：
響

セ

シ

メ

：、
ハ

每

年

證

使

タ

 

慶
«

ノ
典
ヲ
疔
ゥ
：へ
キ
事

. 

,
:
s
:
'

 

'
会
o

五
.)

.



I

初
f

新
靈
疆
對
I

の'
序
曲S

-
,

■

こ

第

六

-

 

, 

四
:；
-

(

八
1

:

:

r
» 

■ 

■ 

* 

. 

.

.

. 

*
•
: 

.

.

.

. 

.

.

.

. 

.
-
•
•
•
.
. 

k
. 

....
 

... 

.. 

* 

- 

.

.

…

第
f

 

-
.
:ズ
^
^ ̂

■
:
?
:
:
;
■
/
.
:'.〜

：
，
，
，
，
：

'

,■:

:

.

'

,

-

 

'け
 
“

.

：
。

.
"
'

.
:

-

1

1

卿
：： <
:
.
l

テI

她
I

I

I

 

8

僻
t

l

スI

テ
、.
有
功
公
，

雪

#

 

M

l

侯
：
s

f

 
I

疎
I

 

ス 
I

理
：#

適
I

J

 

. 

,

;

:

;
'i
:

i

 

一
由

.

'

U

第
#

：
-
；

:
-
ぺ
 

,

:

■
 

.

.

.

-

 ̂

i
r 
,

y. 

' 

:
卜
.：
：;

:

‘
'

:
■:
:
、
：
：

.

.
ぐ
：

'

.

: 

.
、

■:
.■
■..
,

..
;

|'
,ン

：
.，
.-
.く

，；
. 

V
 

W.■

へ
 

s
.
. 

、

;

■,
.,
;
•

」

 

、

'-
;
;
.
n
}

;*
,.、

.

.
.

i

、
奥
I

西
f

、|

ヲ
5

、
荽

I

卿
.
i

l

シ
、
皇
化
ヲ
布
キ、

I

 

I

可
i

ベ，

,

参

農
 

I

 

ル 
ノ
I

K

、

.

I

一
 

y

y

!

!

寒

^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^

|

暴

|

£

巧

遭

主
I

f

 

I

案
、I

持
の
主
I

、
著

，.

1

六
•
！
 

I

百

ニ'

人

v

十

人

兩
諸
の
中
間
忙
屬
す
る%-
0:
第
四
案
の
--
で
あ
る
^
そ

，
の

由

張

の

數

の

£
.か
ち
見
れ
ば
！

,

郡〉

：

:

.
,
論
：ギ.
：：.,'
•

-.
-

第

■
> 

, 

i
?
r

 

'

讓
、
案：

：
：
■

.

」

一：
四 v

t
d
l

';' 

人
'

■

、
ぐ
名 
_ 

r

 

一.
'

.

.
第
.

：
：

 ̂

A

.

' 
中

シ
':
-
間「

：
ぐ

論:-v
し
' ぐ
ふ.；
：•第
'
'
“
'

」

.四

'
,;
■
議

；
；.案
，
' 

-

-

A 

^

ゾ.V

封

'
:
,
'
.
,
，
建
辱
，
”
：
、
.
論

 

■'.. 第
；；
...V'11.17.:.% 

議
' 
案
'
:
'
.
.

ス.::
-
'ぶ
.

解
.
ハ
.
十
ぶ

、六
：：C.

人
..'

ネ
み
名
っ：
^

u 

. 

.
0̂
1

择

3 議
；：
案
，：',

•:
¥

‘.
ハ
：：、'
 

....六
'
.
..

水.
一 

.”气
餐

ご
.
'ト
-

第

：；

六(

ぐ
-：
.議
，”
案

.
.

•■
:
:
' 

■

七V :

人
べ

' 

.
•
第

，
趋

：ハ
：

.
_

.

.
'
.

案

‘ 

ニ 

f

uT.
A
.
J
. .
 

t-
w
4數
&
ポ
设
て
§

。
W
し
せ
、
封
建
；
^

お
け
る
種
々
な
る
分
裂
ば
、
：そ
れ
だ

.ゆ
封
建
論'の
勢
力
铨_
め
る
も
のi

a
る
ベ 

き
.で
れ
ら
ぅ。

. 

■ 

.

.
V
-
A 

 ̂

.

.

.
'

.

.

、

:
-
. 

' 

.

-

-

0

;

.

;

パ

.

.'
,

.

:べ

*
',
;
.
-
.
-

;'
.

\
..
'
む

''
.
' 

- 

ノ 

-• 

.
 

.
 

-

r

.
l.
J

.

f
 

V

,

'

:

'

，

..
: 

.
■
.
-
'

 

.

.

'
い

へ
.
.：

'

.

-

ニ

.
：
'
:
'
.
.
:

.'
-

:

.

-

,
 

> 

、

' 

.
。

「

'

-

S

t

.

.

パ

：

.;
'
： 

W

 

'
.
力

，
-.'
-
上

.

'
 

.

,

' 

.

. 

,
, 

:

.
 

V

、

、

：

：
V .
.
.
.
.
'
.
'
, 

,

ベ

;■
.へ

.
、

.

.

;

:

'

:

.

:

レ

 

v

〉

：
>

:'
:
 

一

翁
縣
I

馨

は

、
崔
镞
ぞ
晴
が
ず
こ
と
参
大
で
あ
づ
：た
？
级
論
幕
末
維
新
當
時
の
諸
藩
ば
睞

f c
-

財
政
窮
芝
農
村
疲
弊
、

：

旣
に
# 

^

侯̂
お
離
で".の#
抵
ゼ
續
比
る
と
と
由
多
木
の
困
：難
を
伴
ク
で
ゐ
：た
と
ム

_

實
で
へ
あ
：る
。
こ
れ
ら
.の
«
情
' ^

德
川
幕
府
の
崩
壞
並 

に
諸
藩
0
勢
»;
0,
均
衡
は
-
^
*央
集
權
盼1.
.
1へ
國
家
が
形
成
ぱ
茜
だ.有
籾
纪
'̂
;
0'
-
:が
あ
つ
，：た::
0
ー̂

_
:
1
1

赛
^

昤

ぞ0
封

土

妗

泰

還

、
レ

\

政

權.
を
ザ
に
：ず
：る

己

友

 

，こ
：
0

:

日
島
津
忠
義' 
•
毛
利
敬 

■

' 

' ■

洽
初
年
な
餐
思
紙
教
立

Y
:

の
#
肌 

四

三

：

(

八
：0
£



.

:

證
#

雾

馨

齋
■

•>
:

の
£
咪 

：
.

'

ス

ル

囊

ー
I

l

f

翁

i

l

日
I

f

 

I

鐘

大

權
I

I

I

 

晏

f

、

I

f

 

f

、
故

蒸

並

立

テ
I

f

。
中

葉

以

繼

ー

タ

D

 

I

. 

I

、
I

私

產

I

 

i

下

營

、
遂 
i

f

 

I

、 

1

所
f

 

I

I

播

I

I

壽

讓

f

乘
I

歷

I

ナ1

木
ナ
ル

勢
“

°^
1

ル
|

參

|

所
謂
|

—

如
|

土
1

檀
|

ス

ル

所

參

以̂
 ̂

是

參

乎

朝
8

暴

.
ヲ
擁
|

視
息
|

アI

ヲ
i

襄

^

」

、

n

f

然
ト
モ
與
I

々
|

_

賴
暴
土
地
人
民
ヲ
私
ス
ル"
ノ
跡
：_

。

、
：
|

ョM

l
 
ノ
.大
莪
上
下
ノ
名
分

t

 

I

f

 
_
肅

f

復

遞

之

義
I

實
I

ノ

号

f

l

i

i

l

i

f

ハ
ナI

I

I

ルI

I

考

侬

テ

家

ヲ
 

5

 

モ 
ノ
f

 

f

 

其
I

f

 

I

雰

f

 

i

l

l

久
I

I

 

I

。

む
：
^

I

I

S

 
ト

。

.

f

f

f

l

s

f

編

.

ラ
，
i

床
i

 

J

人
|

露

|

ル
ハ
：
i

人
f

 

|

ス.
ケ
I

テ
ハ
天
1

1

1

®

着

f

雲

;■
■

■

パ
.
‘ 

J

1
.

.

.ミ

 

I

B

S

き
 
3 

!
,

s
 
j

l

.

.

.
 

■

•
...

 

. :
.
 

. 

■■■::■
 
:J:-,

ス
ル
コ
ト
。
今
ャ
不
一
新
ノ
治
ヲ
求
ム
、
宜
ク
大
體
ノ
在
ル
所
大
權
ノ
擊
ル

_

所
毫
モ
假
ス
可
ラX。

抑
臣
等
居
ル
所
ハ
卽
チ
天
子
ノ
土 

臣
等
牧
ス
ル

所
ハ
_

チ
天
子
.

ノ
民
：
ナ
リ
> 

资

ソ.
私

，
ー
ー
：
翁

め

へ

：
、
グ
シ
；
ャ

0

今
謹
テ
其
版
賴
ヲ
收
メ
テ
之
ヲ
上ル。

願
ク
ハ
朝
廷
其
觉
一
一 

處
シ
其
與
フ
へ
キ
ハ
之
ヲ
與
へ
其
：奪
フ
へ
.

キ
ハ
之
ヲ
獾
ヒ
、
凡
列
藩
ノ
封
土
更
ー

1

梵
ク
詔
命
ヲ
下
、
\

之
ヲ
改
メ
定
ム
へ
，シ
。
而
シ
テ 

制

度

囊

繁
_

政
坪
史
我
服
器
械
メ
制
与
至
ル

「

マ
务
悉
ク
朝
娃-3
冰
出
テ
”

天
01

ノ
箏
夫
冰
ト
ナ
ー
.
ク

呰

ご
 

後
产
名
實
相
得
始
浐
海
外
各
國
セ
並
筇
ス
-

べ̂

?,
9

1

朝

廷

命

日

へ

薩

務

^

^

テ
又
®

^

^

.

敢
テ
鄙
禀
え
獻|

丙
泪
_

憲

照

輟

露
_

_
讓
恐
璧
頓
首
砰
拜
以_
:
:
.
¥

維
新
の
'育
力
藩
で
：
ぁ

る

藤

長

土

肥

の

封

土

人

民

：
の
：
率
還
：は

.列
藩
に
强
货
の
セ
，
ン

.：.セ
^

G
れS

倣
认
、
，封

虫

騰

奉

還の：：

表
を
A:る
-:

^
£
'
1
宵

塞

占

い

：
脖
^
た
。
：
朝
廷
は
こ
れ
比

人

思

版

鎅

泰

還
&
致
1
,-
0过
全
淑

誡

达

志

深

§

被

思

食

候:.
1
)
-
樹
1

兄

御
游
幸
达
次
會
議
蚤
經
公
論
を
被
爲
竭
、
，
；
何

分

：
の
御
沙
饮
可 

f
 

得

,#
免
版
靈
儀
ゅ
：
1
«取
調
可
差
出
达
旨
被
似
出
候
事
£
&
激
ふ
た

.€
>

で
：ぁ
9
た
^

5:
;

:

つ
、芍
_
藩
版
籍
奉
還
の_
釭
許
0
、足

：表.:1
>

で
奉
還
證
呔
な
鮮
つ
た̂
€余
藩

錫
^
て
务
ま
た
こ
杈
安.泰
還
せ
^
^

慶
寧
i
為
#
忠
義
以
下1:1

百
：六
®
:
1人
0
舊

證
^
知藩事茗な目电祐ぉはる封建諸候

§

在
は
消
滅
し
た
の富

，

■

^

の
と
黎
郡
縣
論
蓀
水
谷
懷
は
論
也
卞
い
ふ
？

 

- 

' 
,

.

.

.

.

.

.

.‘

.
 

,

•

-

;

 

, 

. 

:

:.
,

い.

. 

. 

. 

■ 

■ 

...

,

^

^
方

醫

巍

タ

と
1.
负

泰

還

藤

ぬ
^
表

ぁ

变

、
.
朝

廷

署

容

廣

に

納

れ

文

：

_

晶

苽

議

滋

^
輿
論
..に
诙

:

:

P
M

刺

年

：
の
^

^

思
菊
對
立

へ
.
ベ
の
序
曲
'

:g
l2f.

.
(

八
0
汍
>



脚
.治
韵
：¥
の
^

思̂
«:
軸
立
-
の
#
曲
 

へ
.

:

 

.
;'/
四

六

：(

八
1
0')

,,「c 

i
ざ
る
‘な

？

寒

蕩

誠

意

にH
づ
I

,1

袞

^

^

•し

霧

其

匿

と
_

す
素
り
：將
重
臣
の
裁
決.

に

て

I

^

I

I

I

I

I

^

I

^

た

i
る
。

•而
し
て
、
ど

の

羅

I
■

置

麗

霖

る

政

纖

の

擊

l

l

l

l

l

f

f

l

曲
に 

.

.

:

ぬ
.

令
ぁ
る
 

b

d

.

^

.

 

,

0 

^

^

^

 

^

 

f

y

_

，

i

l

l

l

l

f

 

I

 

i

s

l

l

i

i

l

著

る

變

革

は
打
は
れ
ん
参.る

零
I

I
こ
£

關
|

|

|

_突
ば
|

治

初

年

の

け

多

彩
|
^

I

昼

I

期

碁
f

 

9
;
,
r
.
r
.
.
.

「

：

.
，
.：

.

：

，
' 

:

:

'
 

■

l

i

H

あ

- 

' 

-
:
-
i

- 

- 
. 

■-«■
: 

, 

, 

: .-、
•'
'
.
■
ご

.
.'
•;
•

-

-

-i;
'

'

. 

. 

:'
 

-

'.

■•
■

.

,'
*
:■

■.
 . ... 
f. 

.
i
.「

•へ
'
....

’ 

-
'.... 

1* 

-'.-
■ 

-
I- 
-
..
:

■ .V

 

-
•■.
■.-

■
.:
->- 
' , 
L.i- 

I 
■
 
i 

■
 

' 

■
 
■
 
J 

■
 
" , 

■•

• 

r. 

•
.'. ,
* 

< 

メ 
V

•.
•

: 

V. 

'■..
\,,.
-
I.
' 
•• 

i . 
,-.... 
. 
....
*.
、

い

'
'
.
*
、
 

_ — 

' 

. 

.. 

................................................................................. 

».
-•

■- 

-

想

1

S

I

I

 

:

l

制
f

國
民
I

靈

家

底
I

移

裔

に
.
'
お
け
る
政
治
•
社
會
經
濟
上
の'問
題
の
ず

:,v.
ベ
I

I

 S

1

雪

.

I

I
間

題

髮
I

甚

|
'
笤

•
"り
な
S

■
他

裏

稿

肇
|

.

|に
一
ょ
っ
て
完
結
を
期

U
た
い2

九
s

s

•孕

ノ

芘.

.

.

:

:.

.

m

ニ
.？
-

-

1
-

.
j
j

し

ゴ

 
j

:

.
 

―

―

M

5

5I
 n

l
i
i
n
i
a
i
i
i
a
a
i
M
a
M
m
—

貝

原

益

軒

®

社

會

經

濟

思

想

野

I

本

郞

,
*■

■.-
'.'
な-.
'ニ...',..-'

.

.

.
'
イ

'

へ.
：
ぺ
_
 
-- ,
■;
:
.
.
、て

.
'
-
'
パ

 
r*、I-

.>
‘，..

：
、.
：. -.v.vv...

«'

、
、
へ

..
--
'.
ノ-:-.
/- 
'-•.
:.-
■

'

.

'
 

^

:

:

.

T
.
. 

;
* 

た

.
“
 

.

.

.
: 

ノ

思

想

售

稱

せ

德

士

奢£
:

纖

|
:
ず

'は
高
遠
0

眞

理

を

摔

求

：し

で

^̂

衆

で

き

。
他
は6
家
の
說
钇
，一
般
大
衆
に
知
ら
し
め
、
大
衆
を
桁
導
：せ
ん
と
欲
す
る
者
で
あ

.る
。
後
者
は
前
者
に
比
し
て
比
較
的
そ
. 

-.
'
•の：獨
溆
性
を
缺X

Oし
か
し
ょ
く
時
代
啟
趨
勢
を
看
破
'̂
,

«菊
规

想
^
馳
す
务
缺
陷
众_
;
^
|
^
^
.

名
十
沙
先
ん̂

:て
、
そ 

餘
代
を
栴
導
し
、
ご
れ
に
影
響
す
る
著
”ろ

奢

大
.で
あ
，
る
神
令
こ

 

>織

ベ
■
.

す
名
：貝
原
慕
の
：如
き
は
、

：

で
れ
.
.に：■

冬
者

せ
*>
号 g

 

K
7:/
:
:

)

：.：
>'
■:
-.m
: 

{
'-
;
. 

.
,
}■
-
r

‘ 

‘.：：：

:■
<翁

.
' つ
.ぶ
.

:

、.り

9 0 

1、
.
'
M
:
b 

A

-
.
:
, 

.
,
r

、
.
.
. 

:

::
i
.
:
:
, 

,

r

:v
, 

-
. 

. 
V:
•.」

..

.
,

，
眞

遲
#
の
；社

霞

濟
^
想
は
.今
日
：
ょ
：り
.見
«
ば
：̂
素
お
り
^

極̂
ま
る
^

の
で
あ
，る
。
又
德
川
封
建
制
の

^
に
:?
>
:
諸̂
»
の
悤
想 

に
比
し
.て
も
、
特

.ぬ
獨

 

^

;̂i
li
t:
-
^
^
a
j
^
^

:̂
?>
?
(D
.i
:u
-
;vt
:
擧

載

曼

ぼ
^

Q
.
^
:
Q

-i
;
&
い 

o
;1
>
)6
>
も
.な
^
£
:れ
を
^
ヒ
げ
亡
、

-

そ
®

#
經
濟
思
想€
檢
_

呢
■

す
^
脱
职
蘇
；

一.

彼
：

の
；：

思
澳
馨
及
性
が
頗
る
塞
で_
0光
か
!'
&
;で
:̂
る
10
#

^

挺
は
匆
論
思
餌
の
坑
實
、
亂
遠
e-
:
保
證
參
务'%
:の
^
は
-̂

■
::
?
*時
杧
社
^
の
疋
瓦
對
の
場
合
免
ち
あ
れ
得
^
0̂
し
か
し
少
べ 

ゾ

-»
観

軒

め

能

會

經

鍪

沲

:

-

:

-r
a
七

R
 
二)


